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 有名大学には，極端に自分に自信のない学生がいる．そうした学

生に，なぜ自信がないのか訊いてみると，優秀なまわりの人と比較

した結果であることに気がつく．平均的な集団から見れば，良い成

績をとっているにもかかわらず，できない人間と自分を判断する．

こうした現実に対する歪んだ判断は認知の歪みと呼ばれる．自身へ

の過小評価は認知の歪みの1つであり，そうした人は過小評価以外

の認知の歪みをも往々にして生じさせる． 

  

認知の歪みは，所属する集団の影響を受ける．大学は大学生にとっ

て中心的な準拠集団である．大学への帰属意識の違いによって，自

身への過小評価や認知の歪みがどのように変わるか．優秀な人から

なる集団にいても，大学の中や外にさまざまな準拠集団を作ること

によって，大学への帰属意識も変わり，認知の歪みの程度も変わる

と考えられる．本研究の目的は，大学とそれをとりまく準拠集団と

の関係やあり方に，認知の歪みに関わる何らかの一般的な傾向が大

学生にあるかどうかを，共分散構造分析を行い，探索的に調べるこ

とである． 
 調査回答者 大学生 404 名であった．うち男子が 221 名，女

子184名であった．学年の内訳は，1年生が396 名，2年生が5 名，

3年生が3名となっていた． 

 手続き 調査は集団で行われた．参加者は，大学の中や外で所

属するグループの数や所属年数に関する以下の質問に答えるよう

教示される．グループは，必ずしもフォーマルなものだけではなく，

自然発生的なインフォーマルなグループも数に入れるよう教示さ

れた． 

 最初に，大学の中のグループについて訊かれた．所属する大学の

中のグループ数，中のグループの中で，一番所属年数の長いグルー

プの所属年数，一番多く出席するグループの月当たりの出席頻度，

一番多く出席するグループが一番所属年数の長いグループと同じ

かどうか．異なる場合には，一番多く出席するグループに所属する

年数も質問された． 

 続いて，同じ質問が，大学の外のグループについても訊かれた． 

 材料 大学への帰属意識に関する質問項目 20 項目を，中村･松

田･薊（2016）から採った． 

 認知の歪みに関する質問項目 60 項目を，三川（2004）から採っ

た． 
 結果と考察 印刷上の不備があった5つの尺度を除外し，職業

未決定尺度の評定値を因子分析した．探索的因子分析の結果，先行

研究（下山，1986）と同じ6因子が見いだされ，図1の楕円の中の

ように解釈した．図 1 は確認的因子分析の結果である．モデルの

適合は良好であった（GFI = .910, CFI = .956, RMSEA = .034）．パス

係数，共分散ともにすべて有意であった． 
 次に，親の職業に対する大学生の評価が大学生の職業未決定状態

にどのような影響を及ぼしているかを調べた．図 2 のようなモデ

ルを作り共分散構造分析を行った．モデルの適合は比較的良好で

あった（GFI = .886, CFI = .907, RMSEA = .045）が数値変数間の共分

散，数値変数から因子へのパスのいずれも有意とはならなかった． 
 親の職種の違い，親が自身の職場の不満を家庭で漏らすのを聞い

たことがあるかどうか，親が大学生に具体的な職種を勧めている

かどうかで，大学生の職業未決定状態に違いが出るかを，図 1 の

モデルを使い，多母集団の同時分析を行うことで調べた．結果を表

1 に示す．まず，親の職種の違いであるが，『会社員』と答えた者

が115名と多数を占め，他はバラバラであったため，会社員とそれ

以外とに分け分析を行った．因子平均は会社員以外/不満を漏らし

たことがない/勧める職種がない，の因子平均をそれぞれ 0 とした

ときの値を示している．親が会社員である場合，そうでない場合に

比べ，大学生は有意に働く自信がなく，自己実現できなさそうに感

じていた．にもかかわらず，情報は有意に得ている． 
 親の職場の不満を親が漏らしている場合，有意に働く自信がな

く，自己実現できなさそうに感じるが情報は有意に集めている． 
 親の勧める職種がある場合，ない場合に比べ，有意に，働く自

信がなく自己実現できなさそうに感じ決定を先送りしようとす

る．結果として，情報がないと感じる． 
 親の影響は，職業に関する尺度を使った評価ではうまく測れ

ず，家庭内での影響を示す，より直接的な証拠によく現れている

ことが分かった． 
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